
様式第２号（第９条関係） 

会議録 

会議の名称 令和５年度第１回ふじみ野市上下水道審議会 

開催日時 

令和５年７月２０日（木） 

開会時刻 午後２時００分 

閉会時刻 午後４時００分 

開催場所 ふじみ野市役所 本庁舎５階 Ａ大会議室 

出席した者の氏名 

役職名 氏名 役職名 氏名 

会長 原田 晴男 市長 高畑 博 

副会長 玉田 修 都市政

策部長 

山風呂 敏 

委員 岸川 彌生 事務局 北澤 豊 

委員 渋谷 正一 事務局 大塚 昌利 

委員 穴田 義男 事務局 三浦 俊英 

委員 久保田 清 事務局 柳澤 貴史 

委員 大野 千尋 事務局 島田 二郎 

委員 原  義人 事務局 羽鳥 一彦 

委員 安田 孝子 事務局 岡澤 真樹 

  事務局 上城 政道 

  事務局 門叶 豊 

  事務局 藤澤 貴子 

  事務局 福本 早理 

  事務局 館野 沙織 

会議の議題 

(1)令和４年度ふじみ野市水道事業会計決算について 

(2)令和４年度ふじみ野市下水道事業会計決算について 

(3)諮問事項について（水道事業及び下水道事業の経営

戦略の改定について）  
(4)今後の審議方法及び日程について 

会議の公開又は非公開の別 公開・非公開 

会議の非公開の理由  

傍聴人の数 ０人 

会議の内容 別紙のとおり 

会議資料 

・次第 

・ふじみ野市上下水道審議会委員名簿 

・ふじみ野市上下水道審議会条例 

・ふじみ野市上下水道審議会傍聴要領 

・公営企業会計決算書及び決算関係書類 

・水道事業給水区域図 

・石綿管更新一括表 

・導・配水管延長 



・公共下水道事業計画図（汚水）及び（雨水）の図面 

・諮問書 

・令和４年度 水道事業アンケート調査集計結果【家

庭系】（概要版） 

・令和４年度 水道事業アンケート調査集計結果【事

務所】（概要版） 

・水道ビジョン・経営戦略の改定について 

・下水道事業経営戦略の改定について 

・1か月当たり２０㎥の水道料金及び下水道使用料順位 

（令和３年度決算） 

・使用料順位（令和３年度決算） 

・水道事業の現状について 

・下水道事業の現状について 

・今後のスケジュールについて 

・水道週間パネル展について 

事務局 都市政策部 上下水道課 

議事の確定 

確定年月日 令和５年７月３１日 

記名押印 

又は署名 

役職名 

 会長  原 田 晴 男   ○印  

  ※自署の場合は、押印不要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別紙 

会議内容 

 

１ 開 会      

 

２ 委嘱状交付式   

 

３ 委員自己紹介   

 

４ 会長・副会長選出 

 

５ 諮問       

 

６ 市長あいさつ   

                    

７ 会長・副会長あいさつ 

 

８ 事務局紹介    

 

９ 議 題 

【報告】  

(１) 概要説明（事務局） 

(２) 質疑応答 

ア 令和４年度ふじみ野市水道事業会計決算について 

 

〇質疑応答なし 

 

イ 令和４年度ふじみ野市下水道事業会計決算について 

 

〇現状について、上・下水道事業共に市職員が物凄く経営努力をされてい

ることがよく分かった。また、水道料金は県内で比較しても安いことも、

努力があってこそで、その現状をなかなかふじみ野市民が知らないでい

るし、私自身も知らなかったが、この表をみて、本当に安くやっていた

だいていると理解することが出来た。下水道についても、石綿管の問題

等多々抱えているかと思うが、この点で、鶴岡市で「BISTRO（ビストロ

）下水道」という、そのものを資源として再使用する取り組みを行って

いるが、市の見解を伺いたい。 

 ⇒当市としても、先進地の鶴岡市の詳細まで調査が出来ていない。今後

については、先進地や他市の状況を含めて検討課題の１つとする。 

    

 



【審議】 

ウ 諮問事項について(水道事業及び下水道事業の経営戦略の改定について） 

 

〇決算のことに限定して言うと、損益計算書で下水道事業では、営業損失３

億５千万、水道事業では同じく営業損失１億９千万円で両方とも赤字だと

いうことだが、会計制度が変わり減価償却を入れたからなったと理解して

いる。しかし、ふじみ野市は人口が増えているが、全国的には人口が減少し

ている中で、インフラ整備をどうするのかが問題になっているが、このような現状を

踏まえて、民間の活力の導入についてどう考えているのかを伺いたい。 

⇒民間の活力ついて、宮城県は県全体で民間活力を利用しているが、本市

については、民間の導入は考えていない。アンケートにおいても、民間利

用に対して反対意見があるので、経営戦略の改定においても、アンケートなど

の意見を踏まえて行いたいと考えている。また、経営戦略改定の計画期間は、

１０年間だが、国から５年ごとを目安に見直しが要請されているため、国や他市

の動向を注視しながら、ふじみ野市のニーズに合った計画策定をしたいと考え

ている。 

 

  〇私の子供が住んでいる所では、PFAS が問題になっていて、子供の家族は、

飲み水や料理に使う水は、全て買って使っている。そのようなことになら

ないようにお願いをしたい。PFAS のような新しい物質が出た際のふじみ野

市の水質検査の導入状況はどうなっているのか。 

⇒PFOS 及び PFOA の問題は、直ちに検査を行い、水源と浄水場の水が問題ない

ことを確かめた。そのように、色々な情報を入手した際は、直ちに水質検査が行

える体制をとるなど、安心して水を使えるように取り組んでいる。 

 

エ 今後の審議方法及び日程について 

 

 〇質疑応答なし 

 

10 その他 

    事務局報告事項 

   水道週間パネル展開催の結果について(報告） 

 

11 閉会 


